






で, 今度の年次大会は開かれた｡ 第一日 (9月 15
日) は, 石橋湛山記念講堂における公開シンポジ
ウムで, テーマは ｢宗教における行と身体｣ であ










存在の深層へ｣ であるが, 第二, 第三日 (9月 16,
17日) は, 10部会がそれぞれ約 30件の発表と


















性｣ 今井信治氏 (筑波大), ｢死ぬ権利と自己決定
権の理念｣ 金永晃氏 (大正大), ｢合衆国陸軍従軍
牧師の性格｣ 田中雅一氏 (京大), ｢宗教とツーリ
ズムの諸相｣ 山中弘氏 (筑波大), ｢現代中国の仏
教復興｣ 池上良正氏 (駒沢大) など｡ また大会の
全体テーマに沿うものとして, ハイデガー, 西田
哲学を巡るものもあった｡
全体として, 宗教学会は, 世界的な視野の広が
りにも, 個人の実存的深層にも, それらを一般大
衆に自覚してもらうことにも, 関心を持ち, 若い
世代の研究者を惹きつけつつ, 活発に活動してい
るように思われた｡
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